
数学Ⅱ 定積分と微分の関係 演 習 ( )年( )組( )番( )
てい せき ぶん び ぶ ん かん けい えん しゅ う

１．次の式を xで微分せよ。
つぎ し き び ぶ ん

x
(1) ∫ ( t2

－ 3t ＋ 2 ) dt
a

x
(2) ∫ ( t2 － 4t ＋ 3 ) dt

1

x
(3) ∫ ( 3t2 － 4t ＋ a ) dt

0

0
(4) ∫ ( 4t ＋ 1 ) dt

x

x
２．等式 ∫ f (t) dt ＝x2－4x＋3 を満たす関数 f (x) および

と うし き み か んす う

a

定数 a の値 を求めよ。
てい すう あた い もと

x
３．等式 ∫ f (t) dt ＝3x2

－2x＋a を満たす関数 f (x) および
と うしき み か んす う

1

定数 a の値 を求めよ。
てい すう あた い もと

４． f (x )＝ { f '(x) }2 を満足する整式 f (x) について，次の問
まん ぞく せ いし き つ ぎ とい

に答えよ。ただし， f (x) は x の n次式(定数ではない)
こ た じ し き てい すう

(1) f (x) は何次式か？
な ん じ し き

(2) f (0)＝ 1 のとき , f (x)を求めよ。
もと

５．次の等式を満たす関数 f (x)を求めよ。
つ ぎ とう しき み かんす う もと

1
(1) f (x)＝ x2

＋ x ∫ f (t) dt
0

2
(2) f (x )＝ x2

＋ ∫ f (t) dt
0

3
(3) f (x )＝ x2－ 6x＋ ∫ f (t) dt

0

x
６． 関数 f (x)＝ ∫ 3 (t＋ 1)(t － 3) dt の極値を求めよ。

か んすう きょ くち も と
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